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衆
議
院
議
員
松
本
善
明
君
提
出
松
島
基
地
所
属
の
自
衛
隊
機
墜
落
事
故
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

本
年
七
月
四
日
に
発
生
し
た
Ｔ－

�
の
墜
落
事
故
（
以
下
「
Ｔ－

�
墜
落
事
故
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
航
空
自
衛
隊
の

航
空
事
故
調
査
委
員
会
に
よ
る
航
空
事
故
調
査
に
お
け
る
当
該
事
故
機
（
以
下
「
Ｔ－

�
事
故
機
」
と
い
う
。
）
の
フ
ラ
イ

ト
・
デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ダ
の
解
析
及
び
Ｔ－

�
事
故
機
の
残
が
い
の
分
析
の
結
果
、
操
縦
装
置
、
着
陸
装
置
、
エ
ン
ジ
ン
、

航
法
装
置
等
に
異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
故
の
経
過
は
、
別
紙
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

Ｔ－

�
事
故
機
は
、
訓
練
終
了
後
、
松
島
飛
行
場
へ
の
帰
投
時
に
墜
落
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｔ－

�
事
故
機
の
同

飛
行
場
へ
の
帰
投
時
の
飛
行
経
路
は
、
別
紙
�
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
間
の
Ｔ－

�
事
故
機
と
松
島
タ
ワ
ー
等
と
の
間
の

交
信
記
録
は
、
別
紙
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

一



げ
き

Ｔ－

�
墜
落
事
故
の
発
生
当
時
、
牡
鹿
半
島
東
側
付
近
は
、
ほ
ぼ
全
面
を
雲
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
雲
の
間
隙
の
発
生
及
び

消
滅
が
繰
り
返
さ
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
事
故
現
場
の
具
体
的
な
気
象
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

一
の
�
及
び
二
の
�
に
つ
い
て

防
衛
庁
の
作
成
す
る
航
空
事
故
調
査
報
告
書
は
、
自
衛
隊
の
使
用
す
る
航
空
機
（
以
下
「
自
衛
隊
機
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
発
生
し
た
航
空
事
故
（
自
衛
隊
機
が
自
衛
隊
以
外
の
者
が
使
用
す
る
航
空
機
と
衝
突
し
、
又
は
接
触
し
た
こ
と
に
よ
り

発
生
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
衛
隊
機
の
運
航
方

法
、
構
造
等
に
係
る
特
殊
性
を
考
慮
に
入
れ
て
検
討
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
作
成
す
る
部
内
用
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
文

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
自
衛
隊
の
能
力
等
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
一
般
的
に
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と

は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
大
事
故
（
死
亡
又
は
破
壊
を
伴
っ
た
も
の
。
）
及
び
民
間
へ
の
被
害
等
が
発
生
し
た
社
会
的
影
響
の
大
き
い
事

故
に
つ
い
て
は
、
航
空
事
故
調
査
報
告
書
の
概
要
を
も
っ
て
公
表
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

本
年
三
月
二
十
二
日
に
発
生
し
た
Ｔ－

�
の
墜
落
事
故
（
以
下
「
Ｔ－
�
墜
落
事
故
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
事

二



故
機
（
以
下
「
Ｔ－

�
事
故
機
」
と
い
う
。
）
の
機
首
方
位
の
デ
ー
タ
は
保
有
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
お
尋
ね
の
事

故
の
経
過
は
、
別
紙
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

Ｔ－

�
事
故
機
は
、
訓
練
終
了
後
、
松
島
飛
行
場
へ
の
帰
投
時
に
墜
落
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｔ－

�
事
故
機
の
同

飛
行
場
へ
の
帰
投
時
の
飛
行
経
路
は
、
別
紙
�
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
間
の
Ｔ－

�
事
故
機
と
松
島
レ
ー
ダ
ー
等
と
の
間

の
交
信
記
録
は
、
別
紙
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

Ｔ－

�
墜
落
事
故
の
発
生
当
時
、
牡
鹿
半
島
東
側
付
近
は
、
ほ
ぼ
全
面
を
雲
で
覆
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
雲
の
間
隙
が
あ

る
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
事
故
現
場
の
具
体
的
な
気
象
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

Ｔ－

�
事
故
機
の
水
平
尾
翼
及
び
垂
直
尾
翼
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
墜
落
現
場
で
あ
る
松
島
飛
行
場
の
東
北

東
約
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
の
山
岳
地
で
発
見
さ
れ
た
。
な
お
、
御
指
摘
の
「
尾
翼
が
太
平
洋
上
で
発
見
さ
れ
た
」
と

の
事
実
は
確
認
し
て
い
な
い
。

三



水
平
尾
翼
は
、
胴
体
か
ら
分
離
し
、
数
個
の
破
片
に
分
断
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
垂
直
尾
翼
は
、
胴
体
か
ら
分
離
し
て
い

た
が
、
垂
直
尾
翼
本
体
に
大
き
な
破
損
及
び
変
形
は
な
か
っ
た
。

二
の
�
に
つ
い
て

Ｔ－

�
事
故
機
は
、
機
首
を
上
げ
た
状
態
で
山
岳
地
の
頂
上
付
近
の
斜
面
に
衝
突
し
て
破
壊
等
に
至
っ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
Ｔ－

�
事
故
機
の
残
が
い
の
分
析
等
か
ら
、
Ｔ－

�
事
故
機
の
機
体
に
は
異
常
が
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
山
岳
地
へ
の
衝
突
前
に
爆
発
等
の
異
常
な
事
態
が
生
起
し
た
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

Ｔ－

�
事
故
機
は
、
本
年
七
月
四
日
午
前
十
時
十
六
分
こ
ろ
、
約
二
千
七
百
フ
ィ
ー
ト
の
高
度
で
女
川
原
子
力
発
電
所
か

ら
半
径
二
マ
イ
ル
以
内
に
進
入
し
、
約
二
十
五
秒
後
に
約
千
三
百
フ
ィ
ー
ト
の
高
度
で
離
脱
し
た
が
、
そ
の
際
の
航
跡
は
、

別
紙
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

当
時
、
飛
行
場
管
制
業
務
を
実
施
し
て
い
た
松
島
タ
ワ
ー
に
お
い
て
は
、
Ｔ－

�
事
故
機
が
航
空
交
通
管
制
圏
外
を
飛
行

し
て
い
た
た
め
、
女
川
原
子
力
発
電
所
付
近
の
上
空
の
飛
行
を
避
け
る
よ
う
指
示
す
べ
き
立
場
に
な
く
、
ま
た
、
主
と
し
て

目
視
及
び
無
線
の
交
信
に
よ
り
管
制
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｔ－

�
事
故
機
の
正
確
な
位
置
を
常
に
把
握
す
る
こ
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と
も
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
当
時
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
レ
ー
ダ
ー
管
制
業
務
を
実
施
し
て
い
た
松
島
レ
ー
ダ
ー
に
お
い
て
は
、
Ｔ－

�
事
故
機
が

有
視
界
飛
行
方
式
で
飛
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
女
川
原
子
力
発
電
所
付
近
の
上
空
の
飛
行
を
避
け
る
よ
う
指
示
す
べ
き
立

場
に
な
く
、
ま
た
、
女
川
原
子
力
発
電
所
付
近
を
飛
行
す
る
前
に
、
Ｔ－

�
事
故
機
が
松
島
レ
ー
ダ
ー
と
の
交
信
を
終
了
し

て
松
島
タ
ワ
ー
と
の
交
信
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
事
故
機
の
正
確
な
位
置
を
常
に
把
握
す
る
こ
と
を
行
わ
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

航
空
自
衛
隊
に
お
い
て
は
、
部
内
規
則
に
よ
り
、
原
子
力
関
連
施
設
上
空
の
飛
行
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
こ
と
を
定
め

て
お
り
、
ま
た
、
Ｔ－

�
墜
落
事
故
の
発
生
後
、
女
川
原
子
力
発
電
所
付
近
の
上
空
の
飛
行
を
確
実
に
回
避
し
、
飛
行
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
関
連
規
則
を
改
正
し
、
有
視
界
飛
行
方
式
に
よ
る
松
島
飛
行
場
か
ら
訓
練
空
域
等
へ
の
進
出
及
び
訓

練
空
域
等
か
ら
同
飛
行
場
へ
の
帰
投
の
た
め
の
飛
行
経
路
を
同
発
電
所
か
ら
半
径
二
マ
イ
ル
の
範
囲
の
外
側
と
な
る
よ
う
に

設
定
し
、
こ
の
よ
う
な
進
出
又
は
帰
投
の
途
上
に
あ
る
航
空
機
に
対
す
る
松
島
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
監
視
、
助
言
等
の
実
施
等

の
施
策
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五



三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

原
子
力
施
設
付
近
の
上
空
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
こ
れ
を
避
け
る
よ
う
運
航
者
に
指
導
等
を
行
う
と
と
も

に
、
原
子
力
施
設
付
近
の
上
空
に
関
し
て
は
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
八
十
一
条
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
最
低
安
全
高
度
以
下
の
飛
行
に
つ
い
て
の
許
可
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
法

第
七
十
三
条
の
二
に
基
づ
き
機
長
が
出
発
前
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
あ
る
航
空
情
報
が
記
載
さ
れ
る
航
空
路

誌
に
原
子
力
施
設
の
場
所
及
び
そ
の
概
要
を
記
載
し
、
原
子
力
施
設
付
近
の
上
空
の
飛
行
を
で
き
る
限
り
避
け
る
よ
う
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
原
子
力
発
電
所
に
は
灯
火
が
設
置
さ
れ
、
視
認
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
措
置
に
よ
り
、
原
子
力
施
設
付
近
の
上
空
の
飛
行
を
で
き
る
限
り
避
け
る
べ
き
こ
と
は
運
航
者
に
十
分
周
知
し
て

お
り
、
現
在
以
上
の
規
制
を
行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
必
要
に
応
じ
更
な
る
周
知
徹

底
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
使
用
す
る
金
華
山
東
側
空
域
の
使
用
要
領
等
に
つ
い
て
の
検
討
と
は
、
よ
り
一
層
の
飛
行
の
安
全

六



の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
行
う
今
後
の
同
空
域
に
お
け
る
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
訓
練
方
法
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
。

四
の
�
、
�
及
び
�
に
つ
い
て

Ｔ－

�
墜
落
事
故
及
び
Ｔ－

�
墜
落
事
故
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
訓
練
時
で
は
な
く
帰
投
時
に
起
き
た
も
の
で
あ
り
、

訓
練
空
域
等
に
お
け
る
気
象
環
境
に
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
航
空
自
衛
隊
に
お
い
て
は
、
Ｔ－

�
墜
落

事
故
及
び
Ｔ－

�
墜
落
事
故
を
踏
ま
え
、
有
視
界
飛
行
方
式
に
よ
る
松
島
飛
行
場
か
ら
訓
練
空
域
等
へ
の
進
出
及
び
訓
練
空

域
等
か
ら
同
飛
行
場
へ
の
帰
投
の
た
め
の
飛
行
経
路
及
び
飛
行
高
度
の
見
直
し
、
こ
の
よ
う
な
進
出
又
は
帰
投
の
途
上
に
あ

る
航
空
機
に
対
す
る
松
島
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
監
視
、
助
言
等
の
実
施
等
の
施
策
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
飛
行
の
安
全

が
確
保
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
訓
練
空
域
等
の
見
直
し
は
考
え
て
お
ら
ず
、
今
後
と
も
、
地
元
の
住
民
の
生
活

に
及
ぼ
す
影
響
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
引
き
続
き
航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
に
お
い
て
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
は
、
航
空
自
衛
隊
が
日
ご
ろ
の
訓
練
に
よ
り
培
っ
た
練
度
の
高
さ
を
国
民
に
披
露
す
る

七



こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
国
防
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
自
衛
隊
に
対
す
る
信
頼
感
を
醸
成
し
、
併
せ
て
隊
員
の
士

気
を
高
め
よ
う
と
す
る
趣
旨
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
飛
行
の
安
全
の
確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注

し
つ
つ
、
こ
れ
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
は
、
午
後
九
時
か
ら
午
前
七
時
ま
で
の
間
及
び
正
午
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で
の
間
又

は
午
後
零
時
三
十
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
間
の
時
間
帯
を
極
力
避
け
て
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
と
も
地
元
の
住
民
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
よ
う
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
一
号
。
以
下
「
環
境
整
備
法
」
と
い

う
。
）
第
四
条
に
規
定
す
る
第
一
種
区
域
（
以
下
「
第
一
種
区
域
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
の
騒
音
が
一
定
の

値
（
以
下
「
指
定
基
準
値
」
と
い
う
。
）
以
上
で
あ
る
区
域
を
基
準
と
し
て
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
取
し
た
上

で
指
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
松
島
飛
行
場
に
係
る
第
一
種
区
域
を
見
直
す
考
え
は
な
い
。

五
の
�
に
つ
い
て
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環
境
整
備
法
第
四
条
に
基
づ
く
住
宅
の
防
音
工
事
の
助
成
の
対
象
は
、
第
一
種
区
域
の
指
定
の
際
現
に
所
在
す
る
住
宅
と

な
っ
て
い
る
が
、
指
定
基
準
値
を
段
階
的
に
改
正
し
て
第
一
種
区
域
を
追
加
指
定
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
最
新
の
第
一

種
区
域
の
追
加
指
定
の
時
点
で
従
前
の
第
一
種
区
域
内
に
所
在
し
て
い
た
住
宅
に
つ
い
て
も
、
防
音
工
事
の
助
成
措
置
を
講

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
助
成
の
対
象
と
な
っ
た
住
宅
が
そ
の
後
に
増
築
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
当
該
増
築
部
分

の
防
音
工
事
の
助
成
措
置
を
講
じ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
現
在
住
宅
防
音
工
事
の
助
成
対
象
と
な
っ
て
い
る
住
宅
の
助
成
措
置
を
着
実
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
日
本
放
送
協
会
放
送
受
信
料
免
除
基
準
に
基
づ
く
自
衛
隊
及
び
日
本
国
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の

飛
行
場
及
び
射
爆
撃
場
（
以
下
「
自
衛
隊
飛
行
場
等
」
と
い
う
。
）
の
周
辺
の
放
送
受
信
契
約
者
に
対
す
る
受
信
料
の
免
除

措
置
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
自
衛
隊
飛
行
場
等
に
お
け
る
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
を
有
す
る
航
空
機
の
離
着
陸
等
に
よ
り
生
ず
る
騒
音
の

影
響
に
か
ん
が
み
、
防
衛
施
設
庁
が
定
め
る
一
定
の
区
域
に
お
い
て
、
日
本
放
送
協
会
と
の
放
送
受
信
契
約
者
に
対
し
、
財

九



団
法
人
防
衛
施
設
周
辺
整
備
協
会
が
、
防
衛
施
設
庁
の
助
成
を
受
け
、
地
上
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信
料
の
半

額
を
助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、
他
の
航
空
機
騒
音
対
策
事
業
と
の
関
連
等
を
勘
案
し
、
適
切
に
運
用
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

五
の
�
に
つ
い
て

我
が
国
の
防
衛
に
必
要
な
支
援
戦
闘
機
部
隊
等
の
操
縦
者
の
養
成
の
た
め
の
態
勢
を
維
持
す
る
た
め
、
現
在
航
空
自
衛
隊

松
島
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
Ｔ－

�
の
減
耗
補
充
用
と
し
て
、
Ｆ－

�
を
同
基
地
に
配
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
機
の
同
基
地
へ
の
配
備
を
中
止
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ル
ー
ト
」
は
、
松
島
飛
行
場
か
ら
そ
の
北
東
方
向
を
通
過
し
訓
練
空
域
等
へ
進
出
す
る
飛

行
経
路
及
び
訓
練
空
域
等
か
ら
同
飛
行
場
の
北
東
方
向
を
通
過
し
同
飛
行
場
へ
帰
投
す
る
飛
行
経
路
を
指
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
同
経
路
を
設
定
し
た
目
的
は
、
飛
行
経
路
を
限
定
し
、
十
分
な
飛
行
高
度
を
と
る
こ
と
等
に
よ
り
、
牡
鹿
半
島
周

辺
の
山
岳
地
へ
の
墜
落
の
危
険
及
び
女
川
原
子
力
発
電
所
付
近
の
上
空
の
飛
行
を
確
実
に
回
避
し
、
飛
行
の
安
全
を
確
保
す

一
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る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

一
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別紙1  

事  故  の  経  過  

7月4日  

9時46分：展示飛行訓練のため、5春機操縦者（以下「事故編隊長」という。）  

は、6機のブルー・インパルスからなる編隊（以下「BI編隊」とい  

う。）の5番様に、か番機前席操縦者（以下「針番横磯長」とい  

う。）及び6番機後席操縦者は、Bt編隊の6番機に搭乗して、鱒島  

飛行場を離陸。  

9時50分ころ：BI編隊は、金華山東側空域く以下「空域」という。）に到着し、  

展示飛行訓練を開始。  

10時12分ころ：Bl編隊は、1手機編隊（1春機－4番機）及び5香織編隊  

（5番機及び6手機。以下「事故編隊」という。）に分離し、1番  

機編隊は空域の南側、事故措隊は空域の北側で訓練を継続。  

10時13分26秒：事故編隊長は、1番機機長の位置通報に対して、自稚の位置  

を応答。  

10時15分19秒：事故編隊は、訓練を終了し、1番機機長の位置通報及び掃投  

開始の通報に対して、自機の位置及び先に帰る旨を送信して  

帰投を開始。（約3，920フィート、約270度）  

10時16分27秒：事故編隊長は、6春機操縦者に対し、降下する旨を送信して  
降下を開始し、6春機機長がこの送信に応答。（約2．660  

フィート、約215度）  

10時16分41秒：事故編隊長は、松島タワーの指示に対して、これに従い飛行  

する旨応答。（約2．020フィート、約212度）  

10時16分56秒：事故編隊の最終レーダー航跡を記録。（約1，050フィー  

ト、約211度）  

10時17分02秒：事故編隊は、松島飛行場の東南東約25キロメートル付近の  

山岳地に墜落。  

①
②
 
 

）
 
注
 
 

（
 
 

1フィートは、約30．5センチメートル。  

）内は、事故編隊の計器高度及び機首方位。  

［
］
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別紙4  

事  故  の  経  過  

3月22日  

13時17分：  T－2事故機操縦者は、空中操作訓練（単独飛行）のため、学生訓  

練（前席：課程学生 後席：教官操縦士）を兼ねた単独飛行監督機  

（以下「監督機」とし†う。）に続き、T－2事故機により松島飛行場  

を離陸し、これらに引き続き離陸した単独飛行訓練機のT－2（以下  

「他単独機」という。）とともに、訓練空域に進出。  

13時26分：T－2事故機は、訓練空域に到着し、空中操作訓練を開始。（約1  

8．000フィート）  

13時36分： T－2事故機は、帰投を開始。（約16．000フィート）  

13時42分ころ：監督機は、同時期に帰投を開始したT－2事故機及び他単独機  

を有視界飛行状態を維持して雲下に降下可能な経路に誘導するた  

め、最初に帰投を開始した他単独機に追随。（約12．000フ  

ィート）  

13時43分：監督機は、他単独機を誘導して雲の間隙から書下への降下を開始す  
るとともに、T－2事故機にも同じ位置から降下するよう指示。（約  

10，500フィート）  

13時45分43秒：監督機からT－2事故機操縦者に対して管制塔周波数への移行  

完了等について確認したところ応答があったが、これが、T－2  

事故機操縦者からの最終送信。（約4，200フィート）  

13時48分24秒： T－2事故横の最終レーダー航跡を記録。（約2，000フィ  

ート）  

13時49分ころ：T－2事故機は、松島飛行場の東北東約25キロメートル付近  

の山岳地に墜落。  

（注）①1フィートは、約30．5センチメートル。  

②（）内は、T－2事故棟の計器高度。  

□   
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